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1 は  じ 力: き

近年,家畜糞尿の処理方法が多様化している中で,糞に

オガクズやモミガラを混入して生産される各種厩肥の性質

を明らかにし整理するとともに,庄内地方で多く生産 され

ているオガクズ豚糞の水稲に対する有効な利用法について

明らかにした。

2 家畜糞尿処理物α頭いの成分性質について

家畜糞尿の性状,理化学性は,家畜の種類・飼料の内容・

家畜の成育段階等によって差が認められるが,それ以上に,

それらを堆肥化するにあたって混用される各種資材の影響 .

腐熱度合,さ らに,水分含量が決定的な影響を及ばしてい

る。ここでは,庄内各地域ですでに流通販売 (牛・豚厩肥

で トン当り1500～ 2000円 )さ れている家畜糞尿処理物 (牛

・豚・鶏 )の成分表をそれぞれ表 1 2 3に示した。

それによると,水分含量は,鶏糞が 1～ 2カ 月の堆積期

間で10%以下の乾燥鶏糞となるが,牛～豚厩肥は,月 に 3

～4回程度切り返しを行いながら2～ 4カ 月堆積し,60～

70%の水分状態で生産されているのが一般的である。成分

のパラツキは非常に大きく,窒素成分は,当然畜種による

影響があり,鶏糞>豚糞厩肥>牛糞厩肥の順である。また,

牛・豚厩肥については,2～ 4カ 月の堆積期間で生産され

ることもあり,糞の投入量による影響が極めて大きいこと

が特徴的である。糞の投入量は,牛糞厩肥では,ほ とんど

が容量比で30%程度で,残 りの70%がオガクズやモミガラ

であり,平均窒素含有率は, 053%(水分 705%)で あっ

た。これに対して,豚糞厩肥では,糞に混合する資材は牛

糞厩肥と同様,オ ガクズやモミガラが主体であるが,糞の

投入割合が容量比で10～ 50%の範囲にあり,当然糞の投入

割合が高いもの程,窒素含有率が高く,糞の投入割合が30

～50%の ものの平均窒素含有率は108%(水分 632%)で

あり,糞の投入割合を10～15%と 低くおさえ,代 りに尿を

主体として,オ ガクズやモミガラに灌注しながら製造して

いる(庄内地域ではTK方式による糞尿処理法と呼ばれて

いる)厩肥は,明 らかに窒素含有率が低く平均窒素含有率

は050%(水分 699%)であった。

有機物組成は,糞だけを比較すれば,牛糞が豚糞や鶏糞

に比較して繊維素やリグニン等の難分解性有機物が多い傾

向にあるが,有機物量としては畜種による差は少ない。し

かし,厩肥にした場合は,糞に混合される資材 (オ ガクズ

モミガラ等 )の影彗を受け,厩肥中のT― Cで比較すれば,

稲わらやモミガラ混合厩肥では低下しているが,オ ガクズ

が混合されたものは,明 らかに高い値を示している。ただ

し,炭素率はT― Cの差よりT― Nの影響が大きく,乾燥

鶏糞で75,豚糞厩肥 153,牛 糞厩肥 223程度であった。

燐酸は,窒素と同様,糞の種類,投入量による影彗が大

きく,鶏糞>豚糞厩肥>牛糞厩肥の順で高かった。

加里は鶏糞がもっとも高いが,牛糞厩肥と豚糞厩肥との

比較では,牛糞厩肥で高い傾向を示し,窒素や燐酸とは逆

の傾向であった。なお,厩肥製造にあたって尿を灌注する

場合や,堆積中に雨水などで洗浄される場合は,明 らかに

含有率が低 下するようであった。

珪酸については,糞に混合されるモミガラの影響が強く,

モミガラ投入量に比例して珪酸含有率が高い傾向を示した。

ただし,こ の珪酸については,さ らに作物に吸収されうる

形態であるかどうかの検討が必要と考えられる。

以上,家畜糞尿処理物の成分性質について述べてきたが,

その中で,牛・豚厩肥は成分のパラツキが大きいとともに,

従来の厩肥 (栃木農試の指定試験で生産された厩肥
1)の

3tl

年間の平均三要素含有率,水分7■ 2± 398,N050± 00'0,

P205022± 0075,K080± 0290)に比較すれば,明 ら

かに窒素,燐酸含有率の高い濃厚厩肥であるといえる。そ

のため,厩肥施用量には十分注意し,過剰生育にならない

よう配慮が必要である。また,現在の牛・豚厩肥は混合物

がオガクズやモミガラが主体であり,厩肥そのものの質に

ついても十分な検討が必要であり,筆者らは,未熟な厩肥

が出回らないよう,良質厩肥としての条件を次のように設

表 : 牛糞厩肥の分析成績
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表 2 豚糞厩肥の分析成績

表 3 乾燥鶏糞の分析成績

30～
"“10～ 15“

定した。

① 水分が60～ 711%で あること。

② 悪臭がないこと。

③ 堆積期間が4カ月以上で,C/N率 が
"以

下,乾物

の窒素含有率が20程度であること。

3 水稲に対するオガクズ豚糞の施用法

現在.豚糞尿の処理体系は,固液分離方式が一般的であ

り,糞尿液と生豚糞に分離される。このうち,生豚糞の処

理に対し,臭気と水分を吸収する好材料としてオガクズの

利用が歓迎されており,オ ガクズ豚糞として製品化されて

いる。オガクズは,ω～80%の孔隙率をもち,自重の 2～

3倍の水分を保持できる。また,陽イオンやCr等を吸着

するので悪臭や汚水の処理に効果的である。しかし,オ ガ

クズの腐熟性については,外見上の判定が比較的難しいこ

ともあり,未熱品が出回る危険性がある。そのため,糞尿と

108"〈 水分
`,2,)0,3“ 〈水分
`,,“

)

オガクズの混合物での腐熟の変化は別個に考えるべきであ

る。オガクズを堆肥化するには, リグニン等の難分解性木

質分解のための常温発酵過程と,易分解性有機物の分解お

よび生育阻害物質 (主 としてフェノール性物質 ),病害菌

除去のためのアルカリ側における発熱発酵過程を有効に組

合せることが必要である。そのため,オ ガクズ豚糞の施用

は,古来から使用されている堆肥・厩肥のようなものと同

様に考えることはできず慎重に対処する必要がある。

水稲に対するオガクズ豚糞の施用試験は昭50～52年にか

けて実施したが,ォ ガクズ豚糞施用区は,いずれも初期生

育が劣り,生育中期以降,オ ガクズ豚糞の肥効が著しく,

生育過大になりやすいこと。なお,初期生育を確保するた

め,施肥で対応すれば,中期生育がさらに過大となり,倒
伏や登熟不良に結びつきやすいことから,オガクズ豚糞施

用区の玄米収量は,いずれも標準区 (金肥施用区 )に比較

して劣った。ただし,ォ ガクズ豚糞施用跡地土壊の肥沃度

は明らかに増加することも事実であり,水稲に対するオガ

クズ豚糞の施用量は,慣行の施肥設計に影響を及ぼさない

程度の量にすべきであり,一般には108当 り500″程度が

妥当と考えた。なお,今後ともオガクズ豚糞の土壌中での

分解特性について検討する必要があると考えられる。
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